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広報うおづ (2):1989年 1月

し、

ムミ
、ー

魚

津

市

長

ご謹呈
J同

;可

七

良

一
九
八
九
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
市
政
に
対
し
、
温
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
わ
が
国
は
、
日
米
貿
易
摩
擦
や
円
高
、
ド
ル
安
問
題
を
は
じ
め

と
し
て
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
国
際
化
、
高
度
情
報
化
、

高
齢
化
の
時
代
に
さ
し
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
い
う
中
で
、
地
方

行
財
政
を
と
り
ま
く
環
境
も
引
続
き
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
も
、
行
政
の
効
率
的
な
運
用
と
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
と
め
、
市
民
の
皆
様
が
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

を
お
く
つ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
一
段
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
昨
年
に
ひ
き
つ

づ
き
村
木
小
学
校
体
育
館
の
改
築
、
川
の
瀬
住
宅
団
地
、
公
営
住
宅
、

下
水
道
、
桃
山
運
動
公
園
、
中
島
企
業
団
地
の
造
成
、
駅
西
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
、
国
道
八
号
魚
津
バ
イ
パ
ス
の
促
進
を
は
じ
め
、
道
路

網
の
整
備
、
各
産
業
の
振
興
、
福
祉
の
充
実
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
よ
り
い

っ
そ
う
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て
、
年

頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

"? 

初
歳
に
な
る
と
生
ず
る
権
利
の
一

つ
に
、
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。
わ
た

し
た
ち
は
選
挙
権
を
行
使
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
国
の
政
治
を
は
じ
め
都

道
府
県
や
市
町
村
の
地
方
政
治
に
参

加
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

あ
な
た
に
与
え
ら
れ
た
貴
重
な
権

利
で
あ
る
選
挙
権
を
有
効
に
行
使
す

る
た
め
に
は
、
ま
ず
棄
権
を
し
な
い

こ
と
で
す
。

に
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

1
月

6
日
ま
で
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

g
n
|
2
2
0
0
内
線
4
4
1

一一滋
ど
欝

何
事
も
最
初
が
肝
心
で
す
か
ら
、

情
実
に
と
ら
わ
れ
ず
、
義
理
に
ま
ど

わ
さ
れ
ず
、
自
分
の
意
思
で
立
派
な

人
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
よ
う
な
純
枠
な
方
が
、

政
治
を
正
し
く
導
く
も
の
と
信
じ
て

い
ま
す
。

魚
津
市
選
挙
管
理
委
員
会

魚
津
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会



1989年 1月広報うおづ(3) 

年
一
期
の
あ
し、

ムミ
」

魚
津
市
議
会
議
長

伊

藤

甚

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
市
政
に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と
絶
大

な
る
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
厚
く
お
札
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
に
皆
様
と
と
も
に
栄
え
ゆ
く
市
政
の
将
来
を
寿
ぎ
、
市
政
の
伸

展
を
お
祝
い
で
き
ま
す
こ
と
は
、
私
の
心
か
ら
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

近
年
、
内
外
の
厳
し
い
経
済
環
境
に
あ
り
な
が
ら
、
皆
様
の
英
知
と

ご
理
解
に
よ
り
、
新
し
い
二
十
一
世
紀
の
魚
津
市
を
展
望
し
た
魚
津
市

総
合
計
画
に
基
づ
く
重
要
施
策
の
実
現
に
向
け
、
着
実
な
発
展
へ
の
基

盤
を
固
め
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
に
引
き
続
く
政
府
の
各
種
補
助
金
の
削
減
な

ど
、
地
方
財
政
を
取
り
ま
く
情
勢
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
と
、
市
民
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
市
当
局
と
一
体
と
な
り
、

さ
ら
に
創
意
工
夫
を
重
ね
、
皆
様
の
ご
期
待
に
こ
た
え
る
よ
う
決
意
を

新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

何
と
ぞ
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

"? 
魚
津
市
議
会
議
長
伊
藤
甚
一

同

副

議

長

経

津

稔

同

議

員

野

崎

栄

吉

同

議

員

若

島

正

敬

同

議

員

後

藤

吉

松

同

議

員

河

崎

浩

同

議

員

田

中

光

幸

同

議

員

中

田

尚

同

議

員

宮

田

只

夫

同

議

員

浜

多

弘

之

同

議

員

長

田

日

晴

同

議

員
高
島
義
信

同

議

員

森

内

俊

雄

同

議

員

七

津

秋

政

同

議

員

竹

内

進

同

議

員

津

崎

尚

武

同

議

員

関

口

衛

同

議

員

稗

苗

清

吉

同

議

員

古

金

広

同

議

員

朝

野

幹

子

同

議

.

員
窪
田
信
夫

同

議

員
機
坂
昭
弘

同

議

員
野
沢
幸
昭

同

議

員

清

水

修

三

同

議

員

清

河

貢

同

議

員

朝

野

彰

二

仇
相
談
案
内
z
J

…

行

政

相

談

…

問

と

き

毎

月

第

l

・
第
3
木
曜
日
間

柳

午

後

l
時

1
4
時

脚

内
と
こ
ろ
市
役
所
市
民
相
談
室

ω

…

市

民

相

談

…

桝
と

き

日

曜

・
祭
日
以
外
の
毎
日

開

問

午
前
9
時
j
午
後
5
時

蜘

…

(
土
曜
日
は
午
前
ロ
時
ま
で
)
附

…
と
こ
ろ
市
役
所
市
民
相
談
室
…

問

教

育

相

談

開

一
と
き

毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日

制

問

午

前

9

時

i
午
後
5
時

附

閣
と
こ
ろ
教
育
セ
ン
タ
ー
相
談
室
閣

開

高
年
齢
者
職
業
相
談

倒

閣

と

き

日

曜

・
祭
日
以
外
の
毎
日
制

榊

午

前

9

時

i
午
後
5
時

制

問

(
土
曜
日
は
午
前
ロ
時
ま
で
)
側

?
と
こ
ろ
市
役
所
高
年
齢
者
職
業
相
蜘

相

談

火

・
水
・
金
曜
日

所
商
工
観
光
課
内

相

談

(
金
)
午
後
1
吐

プ
ラ
ザ

3
階
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一部事務組合負担金

補助金等に

〉当a

駅西土地区画整理事業

林道、農道等の農林施設整備事業

市道改良舗装事業

桃山野球場築造事業

下水道、老人医療等

会計への繰出金

41意7，848万円

公営住宅建設事業等建設事業に

31億2，212万円
生活保護、老人、身障

精薄者の措置のために

9億4，827万円

9.1% 
職員、議員、委員の

27億9，818万円

26.9% 

人件費に市債の償還に

10f意4，982万円

10.1% 

市
の
財
政
は
、
国
の
財
政
再
建
を

柱
と
し
た
予
算
な
ど
の
影
響
を
受
け

年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
が
、

明
る
く
住
み
よ
い
魚
津
を
め
ざ
し
て

事
務
事
業
を
厳
選
し
、
経
費
の
節
減

を
図
る
な
ど
効
率
的
な
予
算
執
行
に

努
め
ま
し
た
。

建
設
事
業
の
主
な
も
の
は
、
土口田

郷
土
館
及
び
桃
山
野
球
場
の
前
年
度

か
ら
着
工
し
て
い
た
工
事
が
完
成
し

た
の
を
は
じ
め
、
六
郎
丸
市
営
住
宅

の
完
成
、
引
き
続
き
川
の
瀬
市
営
住

宅
用
地
の
買
収
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た

村
木
小
学
校
の
改
築
に
も
と
り
か
か

り
、
今
年
度
に
完
成
を
み
て
お
り
ま

す
。そ

の
他
、
市
道
、
農
道
、
林
道
等

の
整
備
、
魚
津
駅
西
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
等
も
順
調
に
進
捗
い
た
し

ま
し
た
。

特
別
会
計
で
は
、
下
水
道
の
管
渠

布
設
工
事
が
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
昭
和
臼
年
度
の
決
算

額
は
表
の
と
お
り
で
、

一
般
会
計
で

は
歳
入
歳
出
と
も
に
前
年
度
と
比
べ

微
増
と
な
り
ま
し
た
。
純
剰
余
金
を

示
す
実
質
収
支
額
で
は
、
一
般
会
計

で
六
億
五
千
四
百
二
十
五
万
円
の
黒

字
、
特
別
会
計
(
水
道
事
業
会
計
を

除
く
)
で
は
、
老
人
保
健
医
療
会
計

で
赤
字
の
ほ
か
は
す
べ
て
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。
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歳入総額 111億96万円 (対前年度比0.3%の増) 歳出総額 103億8，211万円(対前年度比0.5%の増)

1 45.2% l! 50億2，384万円 市 キ見 土 木費 23億2，418万円 22.4% 1 

11.2% Ilz億4，334万円 地方交付金 民 生費 19億 614万円 18叫

9.1%1 10億527万円 国庫支出金 総務費 15億 326万円 114.5% 

8.2% 19億1，2内円 市 イ貴 教育費 1附，681万円 ll1.0%

67%|  
7億4，242万円 繰越金 公債費 |101% 

10億5，015万円

1~~~lA~m 1 6i意4，114万円 県支出金 農林水産業費 188% 
9億1，011万円

39% 」ー4f意2，939万円
諸収入 衛生費 |45% 

4i意6，508万円

1 9.9% 11億m万円 その他 その他 10憶に638万円 110.3%

歳入歳出差引残額 7億1，885万円(対前年度比3.2%減)

(うち翌年度への繰越財源6，460万円)実質収支額(純剰余金) 6億5，425万円(対前年度比0.9%の減)

簡保資金の借入金で
辺地道路の整備

皆さんが加入しておられる郵便局の簡易保険は、地方自治

体に貸し付けされ、社会資本の充実に寄与しております。

魚津市では、この資金を受けて市道大熊・鉢線の改良を行い

ました。

特別会設 (水道事業会計を除く)

会 計 名 歳 入 歳 出

下 7.k 道 9億3，072万円 9億2，978万円

簡易水道 2，008万円 1，887万円

国民健康保険 22億4，173万円 21億 397万円

老人保健医療 27億8，134万円 27億9，973万円

農業共済 1億 722万円 8，662万円

7.k 族 官官 2億8，227万円 2億7，595万円

メロ〉、 言十 63億6，336万円 62億 1，492万円
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昭和62年度

昭
和
白
年
度
は
、
第
3
次
拡
張
事

業
(
昭
和
問
年
度
か
ら
昭
和

ω年
度

ま
で
の
凶
か
年
計
画
、
総
事
業
費
二

十
七
億
七
千
五
百
四
十
九
万
円
)
の

7
年
度
目
に
当
た
り
、
実
施
し
た
主

な
事
業
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
配
水
管
布
設
〕

二
二
八
、
六
三
三

千
円
l

市
道
吉
島
中
川
側
線
配
水
管

布
設
工
事
外
初
件
、
六
、
六
八
五
m

〔
増
補
改
良
工
事
〕

二
九
、
九
九
二

千
円
|
市
道
金
浦
町
2
号
線
配
水
管

布
設
替
工
事
外
5
件

〔
受
託
工
事
〕

七
O
、
四
八

O
千
円

l

魚
津
運
動
公
園
引
込
配
水
管
布
設

工
事
外
泊
件

を
実
施
し
ま
し
た
。

会
計
決
算
で
は
、
収
益
的
収
入
五

一
六
、
四
六
二
千
円
に
対
し
収
益
的

支
出
四
八
二
、
九
五
六
千
円
で
、
当

年
度
純
利
益
三
三
、
五

O
六
千
円
が

計
上
さ
れ
、
繰
越
利
益
剰
余
金
と
合

わ
せ
、
当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金

三
三
、
五
五
六
千
円
と
な
り
、
利
益

剰
余
金
処
分
額
三
三
、
五
O
O千
円

と
し
、
翌
年
度
繰
越
利
益
剰
余
金
五

六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

業

務

状

況

。
給
水
人
口
三
八
、
六
八
八
人

。
給

水

戸

数

一

O
、四

一
四
戸

。
年
間
総
配
水
量

四
、
三
二
一
、
八
四
八
M

0
年
間
給
水
量三

、
二
ハ
七
、
九
一
五
耐

0
年
間
有
効
水
量
率

七

六

・
二
%

〈単位:千円〉

科 目 金 額 科 目 金 額

営業費用 333，253 営業収益 505，299 

原水及び浄水費 34，974 給水収益 421，081 

配水及び‘給水費 43，615 受託工事収益 76，204 

受託工事費 72，413 その他営業収益 8，014 

総 係 費 91，001 営業外収益 11，163 

減 価 償 却 費 91，241 受取利息 11 ，092 

資産減耗費 3 雑 収 iナ皿セ. 71 

その他営業費用 6 

営業外費用 149，703 

支払利息 149，703 

当年度純利益 33，506 

メロ入 言十 516，462 lロk 計 516，462 

持議ゑ繍嬢線級数頭募挙戦、払〈単位:千円〉

手ヰ- 目 金額 手"r 目 金額

固定資産 2，277，130 流 動 負 債 21，667 

土 地 68，734 未 払 金 10，893 

建 物 81，847 目リ 1tι 金 3，607 

構 築 物 1，905，360 その他流動負債 7，167 

機 械及び装置 215，040 資 本 金 2，368，574 

車両運搬具 3，948 自己資本金 140，561 

工具、器具及び備品 2，150 借入資本金 2，228，013 

施設利用権 41 剰 余 金 194，188 

投 資 10 資本剰余金 44，632 

流動資産 307，299 利益剰余金 149，556 

現金預金 256，852 

未 収 金 42，269 

R宇 蔵 ロEロ3 3，093 

その他流動資産 5，085 

メロ入 計 2，584，429 よ口入 計 2，584，429 

誠〉液l~" 姦議委寒j儀場薦議襲撃卒、

=主に:s::::s=s=ま:s::s::s::s::s::::s=s=主主::S:~口~ま~主主=s::コ主主::S:~:S:~口~ま:::s::コ軍主主~ま:s::s::s::s::s:

市
が
新
年
度
に
行
う
建
設
工
事
の

請
負
に
つ
い
て
、
次
に
よ
り
建
設
工

事
入
札
参
加
資
格
の
申
請
を
受
付
け

ま
す
か
ら
、
関
係
者
は
期
限
に
遅
れ

な
い
よ
う
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

O
受
付
期
間

2
月
1
日
(
水
)
1
2
月
お
日
(
火
)

O
受
付
時
間

午
前
9
時
i
午
後
4
時
初
分

た
だ
し
、
土
曜
日
は
ロ
時
ま
で
。

O
提
出
場
所

市
役
所
総
務
課
行
政
係

宮
②
2
2
0
0
内
線

2
2
1

シ
ル
バ
ー

m番
の
ご
利
用
を
ノ
.

8
0
7
6
4
1
M
1
4
1
1
0
 

富
山
県
高
齢
者
総
合
セ
ン
タ
ー
で

お
年
寄
り
ゃ
ご
家
族
の
悩
み
ご
と
、

心
配
ご
と
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。



ロ
月
市
議
会
定
例
会

ロ
月
市
議
会
定
例
会
は
、
ロ
日
か
ら
却
日
ま
で
の

9
日
間
に
わ
た
っ

て
聞
か
れ
、
会
期
中
に
提
出
さ
れ
た
市
議
案
の
ほ
か
、
継
続
審
議
と
な

っ
て
い
た
昭
和
位
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
な
ど

8
議
案
が

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
主
な
議
案

O
昭
和
臼
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
補

正
予
算
(
第

3
号
)

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
二
億
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九
千
九
十
九
万
円
を
追
加
じ
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
百

十
五
億
一
千
十
五
万
七
千
円
と
す
る

も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、

人
事
院
勧
告
に
伴
う
職
員
の
給
与

改
定
費
二
千
八
百
二
十
六
万
一

千
円
を
補
正
。

民
生
費
で
は
、
老
人

・
身
障

者

・
精
神
薄
弱
者
な
ど
の
施
設

入
所
措
置
費
に
一
千
七
百
四
十

万
三
千
円
、
私
立
保
育
所
措
置

費
に
は
基
準
単
価
改
定
に
よ
る

委
託
料
六
百
万
円
、
生
活
保
護

費
に
は
保
護
対
象
人
員
増
な
ど

に
よ
る
扶
助
費
一
千
八
百
三
十

八
万
二
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額

補
正
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
県
単

土
地
改
良
整
備
事
業
費
四
百
五

十
万
円
、
県
単
林
道
開
設
事
業 一

百
五
十
万
円
補
正

費
三
百
万
円
を
補
正
。

商
工
費
で
は
、
魚
津
市
山
村
地
域

工
業
振
興
条
例
に
基
づ
く
補
助
金
四

百
十
三
万
四
千
円
、
小
口
事
業
資
金

の
預
託
金
一
千
万
円
を
増
額
補
正
。

土
木
費
で
は
、
桃
山
運
動
公
園
築

造
事
業
の
用
地
取
得
費
四
百
六
十
五

万
七
千
円
を
補
正
。

教
育
費
で
は
、
小
学
校
及
び
公
民

館
の
修
繕
費
六
百
二
十
万
円
、
桑
山

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
三
千
万
円
を
補

正
。災

害
応
急
措
置
費
で
は
、
除
雪
対

策
費
一
億
二
千
二
百
五
十
万
円
を
補

正
し
、
今
冬
の
除
雪
に
備
え
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
経
費
の
財
源
と
し
て
、

市
税
、
地
方
交
付
税
、
分
担
金
及
び

負
担
金
、
国

・
県
支
出
金
、
寄
附
金
、

諸
収
入
及
び
市
債
を
充
当
し
ま
す
。

o
昭
和
臼
年
度
魚
津
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
(
第

3
号
)

0
昭
和
臼
年
度
魚
津
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第

3
号
)

0
昭
和
臼
年
度
魚
津
市
老
人
保
健
医

療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第

2
号
)

O
昭
和
臼
年
度
魚
津
市
水
族
館
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
(
第

1
号
)

O
魚
津
市
建
築
協
定
条
例
の
設
定
に

つ
い
て

市
が
指
定
す
る
用
途
地
域
区
域
外

の
建
築
物
に
つ
い
て
、
住
宅
環
境
の

良
好
化
の
た
め
一
定
地
域
を
定
め
、

建
築
物
の
敷
地

・
位
置

・
構
造

・
用

途

・
形
態

・
意
匠

・
設
備
に
関
す
る

基
準
に
つ
い
て
協
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
旨
の
条
例
を
設
定
す
る
も
の
で

す
。

O
魚
津
市
「
桑
山
」
ス
ポ
ー
ツ
振
興

基
金
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

(
株
)
桑
山
貴
金
属
代
表
取
締
役
社

長
桑
山
征
洋
氏
か
ら
寄
附
さ
れ
た
三

千
万
円
を
「
桑
山
」
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基

金
と
し
て
積
立
て
る
た
め
の
条
例
を

設
定
す
る
も
の
で
、
基
金
運
用
か
ら

生
ず
る
収
益
は
、
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
貢
献
し
た
個
人

・
団
体
の

栄
を
賛
え
る
た
め
の
財
源
に
充
て
る

も
の
と
し
ま
す
。

O
魚
津
市
職
員
退
職
年
金
等
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設
定
に

つ
い
て

0
魚
津
市
営
住
宅
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い

て老
朽
化
住
宅
の
用
途
廃
止
の
承
認

に
伴
う
凶
戸
の
解
体
工
事
実
施
に
あ

た
り
、
市
営
住
宅
の
戸
数
を
改
め
る

も
の
で
す
。

O
大
字
・
字
の
区
域
の
変
更
及
び
廃

止
に
つ
い
て
(
上
中
島
換
地
区
)

上
中
島
地
内
の
土
地
改
良
総
合
整

備
事
業
完
了
に
よ
る
大
字

・
字
の
区

域
を
変
更

・
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

O
市
の
境
界
変
更
に
つ
い
て

県
単
へ
き
地
ほ
場
整
備
事
業
に
よ

り
魚
津
市
布
施
爪
地
内
と
黒
部
市
朴

谷
地
内
で
市
の
境
界
を
変
更
す
る
も

の
で
す
。

O
魚
津
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設

定
に
つ
い
て

人
事
院
勧
告
に
つ
い
て
国
に
準
じ

て
市
職
員
の
給
与
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。同

意
案
件

(
人
事
)

O
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
せ
ん

に
つ
い
て

東
尾
崎
三
、
五
三
七
番
地

高

島

信

作

氏

の
再
任
推
せ
ん
に
同
意

O
魚
津
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

村
木
町
四

l
一
八

行

漂

正

信

氏

の
再
選
任
に
同
意

0
魚
津
市
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

に
つ
い
て

上
村
木
一
丁
目
二
二
|
二

O

石

川

糟

ニ

氏

の
選
任
に
同
意
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魚津市公共下水道事業

淡雲市海化センター建設に着手
魚津市公共下水道事業の1991年10月一部供

用開始を目標に、 12月 9日魚津市浄化センタ

ーの起工式が北鬼江地内の建設用地で挙行さ

れました。

私たちが待ち望んでいた終末処理場建設工

事の着手であります。

魚津市浄化センターの建設工事は、日本下水道事業

団に委託し 、(州熊谷組 ・側関口組共同企業体が施工するこ

とになりました。工事中は、市民の皆さんにはなにかとご迷惑

をおかけすることになると思いますが、安全には万全を期しており

ますので、ご理解 ・ご協力をn易りますようお願いいたします。

ゐ 魚津市浄化センタ一一般平面図



国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
月
は
、
ド
ッ
夕
、
一
口
医
学
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受
け
て
く
だ
さ
い

成
人
病
ド
ッ
ク

成
人
病
予
防
は
早
期
発
見
が
何
よ

り
大
切
で
す
。

ω歳
を
す
ぎ
た
ら
少

な
く
と
も
年
に
一
回
は
健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
国
保
で
は
一
人
に

つ
き
二
四
、
九

O
O円
を
助
成
し
て

二

日
成
人
病
ド

ッ
ク
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
か
な
り
申
し
込
み
が
あ
り

ま
し
た
が
、
ま
だ
ロ
件
の
枠
が
残

っ

て
い
ま
す
。
先
着
順
に
受
付
し
て
い

ま
す
。
定
数
に
な
り
し
だ
い
締
切
に

な
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
く
国

保
係
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
の
は
、
一
年
以
上
国

保
に
加
入
し
て
、
国
保
税
を
完
納
し

て
い
る
人
で
す
。

ω歳
か
ら
似
歳
ま

で
の
方
に
と
く
に
お
す
す
め
し
ま
す
。

な
お
、
個
人
負
担
は
七
、
0
0
0円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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「

U
引
什
什
汁
刈
川

i
i

を
ひ
い
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で

す
。

で
も
風
邪
の
直
接
の
原
因
は

寒
き
で
は
な
く
ウ
イ
ル
ス
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

ひ
と
く
ち
に
ウ
イ
ル
ス
と
い
っ

て
も
そ
の
種
類
は
百
以
上
も
あ
り

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
イ

ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
、
ア
デ
ノ
ウ

i
i
i
J
イ
ル
ス
な
ど
で
す
。

ヲ
ヘ

一一
風
邪
を
ひ
い
て
い
る
人

レ

一一
の
く
し
ゃ
み
や
せ
き
な
ど

l
J
一一
で
、
飛
び
散
る
ツ
バ
キ
や

寸

一一
タ
ン
に
ま
じ
っ
て
ウ
イ
ル

h
ノ

一一
ス
が
ば
ら
ま
か
れ
、
他
の

ー
、

一一
人
に
感
染
す
る
の
で
す
か

ま

一一
ら
、
風
邪
の
予
防
に
は
人

引
制

一一
と
接
触
し
な
い
、
人
の
集

F
U
一一
ま
る
場
所
に
行
か
な
い
こ

原

一
と
で
て
し
か
し
、
現
実

の
一一

ιそ
ん
な
生
活
は

5

11M
可

能

で

し

ょ

う

そ

こ

で

z
d
一一
風
邪
を
ひ
か
な
い
た
め
に

圏

一一
は
規
則
正
し
い
生
活
、

ハ

z
L一
一
フ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

と
り
、
体
に
抵
抗
力
を
つ
け
て
お

く
こ
と
。

こ
れ
は
、
だ
れ
で
も
知

っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
案
外
誤

解
さ
れ
て
い
る
の
が
ウ
イ
ル
ス
を

防
ぐ
方
法
で
す
。

ま
ず
マ
ス
ク
。
ウ
イ
ル
ス
は
非

常
に
小
さ
い
も
の
で
す
か
ら
、

マ

ス
ク
を
し
て
い
て
も
繊
維
の
目
か

ら
入
っ
て
き
て
し
ま
い
ま
す
か
ら

あ
ま
り
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
、
せ
き
を
し
て
い
る
人
が
他
の
人

に
う
つ
き
な
い
た
め
に
マ
ス
ク
を
す

る
の
が
マ
ナ
ー
で
し
ょ
う
。

う
が
い
を
し
て
も
、
手
洗
い
の
ほ

う
は
寒
い
か
ら
と
い
い
加
減
に
し
て

は
い
ま
せ
ん
か
。
ウ
イ
ル
ス
は
鼻
を

か
ん
だ
だ
け
で
も
紙
を
通
り
抜
け
で

手
に
つ
き
ま
す
し
、
電
車
や
パ
ス
の

つ
り
革
、
階
段
の
手
す
り
な
ど
に
も

つ
い
て
い
ま
す
。
外
出
か
ら
帰
っ
た

ら
、
あ
る
い
は
、
食
事
の
前
な
ど
に

よ
く
手
を
洗
う
こ
と
を
心
が
け
ま
し

ト
品
、
「
ノ
。イ

ン

薬
な
し

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
風
邪
の
一
種

で
、
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ

っ
て
起

こ
り
ま
す
。

一
度
か
か
る
と
、
そ
の

病
原
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
は
免
疫

が
で
き
ま
す
が
、
困
っ
た
こ
と
に
、

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
毎
年
の
よ
う
に
性

質
を
変
え
な
が
ら
流
行
す
る
た
め
去

年
か
か

っ
た
か
ら
と
安
心
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

予
防
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
に
当
た
り

は
ず
れ
が
で
て
く
る
の
も
こ
の
た
め

で
す
。
感
染
症
に
と
っ
て
は
万
能
選

手
と
思
わ
れ
て
い
る
抗
生
物
質
は
、

細
菌
は
殺
し
ま
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
に

対
し
て
は
ほ
と
ん
ど
効
果
が
あ
り
ま

せ
ん
。

つ
ま
り
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に

特
効
薬
は
な
い
の
で
す
。

ふ
つ
う
の
風
邪
で
み
ら
れ
る
症
状

が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
場
合
に
は
急

速
に
悪
化
し
て
、
熱
は
高
く
、
筋
肉

や
関
節
の
痛
み
も
あ
り
ま
す
。

ど
う
も
普
通
よ
り
強
い
風
邪
ら
し

い
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
本
腰
を
入

れ
て
休
む
こ
と
が
大
切
。
安
静
、
保

温
を
心
が
け
て
治
る
の
を
待
つ
し
か

方
法
は
な
い
の
で
す
が
、

い
ま
は
死

亡
す
る
よ
う
な
こ
と
は
ま
れ
で
す
。

ア
ス
ピ
リ
ン
な
ど
の
解
熱
剤
、
総

合
感
冒
薬
を
服
用
す
る
と
症
状
が
軽

く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
感
冒

薬
に
は
種
類
も
多
く
、
体
質
的
に
効

か
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
乳
児
や

お
年
寄
り
は
早
目
に
医
師
に
み
て
も

ら
う
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

ぷ
'
¥
い
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み
虚
偽
砲
の
ヌ
.
漏

E
V

マ
種
目
ス
ラ

ロ
ー
ム
(
回
転
競
技
)

マ
種
別
O
小
学
校
(
各
男
女
の
部
)

@
1
1
2
年
生
の
部

⑤
3
1
4
年
生
の
部

。5
1
6
年
生
の
部

O
中
学
校
の
部
(
男

・
女
)

O
高
校
の
部

O
成
年
男
子
の
部

①
同
歳
以
上
初
歳
以
下

⑤
幻
歳
以
上
M
歳
以
下

@
お
歳
以
上
位
歳
以
下

@
必
歳
以
上
の
部

0
高
校

・
成
年
女
子
の
部

0
無
差
別
の
部

マ
申
込
期
限

1
月
お
日
(
土
)

マ
申
込
先
市
教
育
委
員
会
体
育
課

又
は
総
合
体
育
館

手勢

町霞

1
月
8
日
(
日
)

午
前
9
時
ぬ
分

マ
と
こ
ろ
総
合
体
育
館

マ
参
加
団
体
剣
道

・
柔
道

・
弓
道
・

林
道

・
空
手
各
協
会

マ
と

き

中

小

れ

わ

ト

U

E

阪

長

コ
コ
以

第
幻
回
市
民
体
育
大
会

忘

主

一

ス
キ

l
競
技
会
を
今
年
も

L
む
y

開
催
し
ま
す
。

ド
炉
宮
し
V

競
技
内
容
も
一
段
と
ス

『出

μ川

ケ

l

ル
ア

ッ
プ
し
て
、
レ

可
オ

K
lス
の
楽
し
き
を
味
わ
う

私

4
4
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
/

=

ビ
ギ
ナ
ー
か
ら
レ
l
サ

L14
Z
ー
ま
で
幅
広
い
参
加
を
お

n
u
工

a

待
ち
し
て
い
ま
す
。

:
fー
ジ

マ
と
き
2
月
5
日
(
日
)

:一

7
f

午
前
8
時

‘

マ
と
こ

ろ

大

谷

温
泉
ス

キ
ー
場

マ
参
加
対
象

小
学
生
以

上
の
市
内
在
住

者
及
び
通
勤

・

通
学
者

娘一統
一…
一
務
総……………
一

一……一………

初
泳
ぎ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

水
泳
協
会
で
は
、
広
く
市
民
を
対

象
に
、
水
し
ぶ
き
を
上
げ
な
が
ら
、

今
年
の
初
泳
ぎ
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

た
め
、
次
に
よ
り
一
日
無
料
開
放
事

業
を
行
い
ま
す
。

マ

と

き

1
月
日
日
(
月
)

午
前
日
時
1
午
後
3
時

マ
と
こ
ろ
ス
イ
ミ
ン
グ

・
ア
カ
デ

ミ
l
魚
津
(北
鬼
江
)

岱
お
1
1
0
5
4
担
当
小
林

マ
入
場
料
無
料

マ
主
催
魚
津
市
水
泳
協
会

匁
ラ民主..
すヤ:

市

塁)
マ
種
目

・
フ
レ

ッ
シ
ュ
テ
ニ
ス

-
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ー
レ，，

，，
 

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

.
卓
球

マ
と
き

1
月
お
日

2
月
1
日
・
日
日

-
n
日

3
月
1
日
・
8
日
・
日
日

3
月
辺
日
の
計
8
回

募者

uhj…グ
教
室

午
後

7
時
1

9
時

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
総
合
体
育
館

マ
対
象
者
一
般

・
壮
年

・
婦
人

マ

定

員

各
種
目
初
名

マ
受
講
料
一

、
0
0
0円
(
ス
ポ

l

ツ
傷
害
保
険
料
含
む
)

マ
申
込
期
限
1
月
四
日
(
水
)

マ
申
込
先
市
総
合
体
育
館

E
n
-
-
2
6
3
 

力日

一，…
v
j
J

市.卓
J

一球

選
~一五九
一一
一
極

丸
一一一会
…一一一二一一日

h

一一

(参

日 1 と

9 午目lj ( 月時旦 15 き

館体育総合
と
、，
、ー-
ろ

. . . . 
レ男一 一
デ 子般般 種
イフ男 男

オ女女
ス| Bリ

テ ws 
イ

W S 
( ( 

表"'" ゲ ン〆

プン
加

ル五グ

千三百ル 料
円 円 三

受
付
は
、
当
日
会
場
で
行
い
ま
す
。

2
月
の
歩
-
で
つ
会

歩
、，
、ー

う

会

の

お

知

ら

せ

1
月
の
歩
-
で
つ
会

1
月
の
歩
こ
う
会
は
、
幻
日
(
日
)

に
、
電
鉄
魚
津
か
ら
徒
歩
で
天
神

山
温
泉
ま
で
約
5
キロ
余
り
歩
き
ま

す
。な

お
天
神
山
温
泉
で
は
入
浴
の

あ
と
、
年
度
初
め
の
懇
親
会
な
ど

を
聞
き
ま
す
。

(
会
費
千
円
、
軽

食
持
参
の
こ
と
)。

2
月
の
歩
こ
う
会
は
、
5
日
(
日
)

に
、
1
月
同
様
徒
歩
で
本
新
|
|

北
鬼
江
l
l
l曇
気
楼
道
路
を
経
団

漁
港
ま
で
約
6
J
歩
き
ま
す
。

い
ず
れ
も
参
加
希
望
者
は
、
当

日
午
前
9
時
ま
で
電
鉄
魚
津
駅
前

に
お
集
り
く
だ
さ
い
。



心
に
刻
も
う
確
か
な
一
冊

1989年 1月

新
し
い
本
か
ら

〈

一

般

書

〉

幸
運
を
呼
ぶ
顔
逃
が
す
顔細

木

数

子

老
い
の
生
き
か
た

鶴

見

俊

輔

男
が
定
年
に
決
意
す
べ
き
こ
と

鈴

木

健

二

有
名
人
と
っ
て
お
き
の
人
を
感
動
さ

せ
る
言
葉

い
そ
の
え
い
た
ろ
う

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
万
華
鏡

萩

野

弘

巳

ち
ょ
っ
と
知
ら
な
い
だ
け
で
貧
乏
す

る

海
江
田
万
里

ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
症
候
群

松

原

惇

子

〈文
学

・
小
説
〉

或
る
青
春
の
日
記

北

社

夫

人
生
の
黄
金
時
代

大

岡

信

小
さ
な
郵
便
車

三

浦

綾

子

車
椅
子
か
ら
ウ
イ
ン
ク小

山
内
美
智
子

月
宮
の
人

上

・
下

杉

本

苑

子

本
日
は
泥
棒
日
和

亦

川

次

郎

幸
福
な
朝
食

乃

南

ア

サ

女
た
ち
の
百
万
石

僑
田
寿
賀
子

広報うおづ)
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⑩ 

火
宅
の
女
・
春
日
局

平

岩

弓

校

砂
の
イ
マ

l
ジ
ユ

川

村

毅

ブ
レ
ン
ド
家
族

佐

江

衆

一

つ
ね
な
ら
ぬ
話

星

新

一

天
鬼
秘
剣

笹

沢

左

保

黄
昏
の
ベ
ル
リ
ン

連
城
三
紀
彦

そ
し
て
誰
か
い
な
く
な
っ
た

夏
樹

夢
空
幻

堀

誰
か
が
眠
れ
な
い
夜

勝
目

高
田
屋
嘉
兵
衛

童
門

父
と
子
の
連
作

阿
部

物
と
い
う
小
箱

森

覇
者
の
決
ま
る
日

上

・
下

南
原

長
尾

秀
吉
秘
峰
の
陰
謀

借
り
出
し
は
、

3
冊

2
週
間
ま
で

で
、
無
料
で
す
。
新
し
い
本
は
、
こ

の
他
に
も
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1..' 1 . iJ._ 
翌 月月 vp
日 辺 ，.8. :] 
の 目、二日 '潟 J

Z富議め
'~ 4 2 回_ -....w--.. 

u 目 白血;
は 用車
曜曜渇

休 君書
館旦旦器J

で 開 士
す 館 u 銃冬和静

三 昭 二梓 久 子
誠幹
夫雄

窃自
*市民ひとり 1スポーツ*冬を楽!ど

闘毘ス申 c:::コ

主~こと A コ ース B コ ー ス C コ ース D コ ース

教室内容 -ジュニアスキー教室
-基礎スキー教室 -税子スキー教室 -一般ス キー教室

-ジュニアポール教室 -基礎スキー及びレクリエーション -基礎スキー講習

期 日 1 月 7 日出~ 8 日 (日) 1月29日(日) 2 月 18 日出~19 日 (日) 3 月 3 日 (剣~ 5 日 (日)

場 所 白馬みねかたスキー場 大谷温泉スキー場 白馬みねかたスキー場 志T{高原、スキー場

-基礎スキー・・市民全般

参加対象者 -小学校 4・5・6年生(男女) -ジュニアポール・・・…… -一般、親子 (5歳以上) -一般男女(高校生以下は除<)

小学校 4・5・6年生

募集定員 40名
-基礎スキー………30名

80名 80名
-ジュニアポール…30名

①第 1日目 (1/7)
①第 1日目 (2/18) ①第 1日目(3/3)

市役所集合一出晃
7: 30 8:00 (パス) 市役所集合一出克 市役所集合一出完

=スキー場着一打合せ ・昼食 8: 30 受付 13:30 14:00 (ノ〈ス) 18:30 19:00 (ノ〈ス)

1l:00 1l:30-12:30 (ス キー場中腹) =ス キー場着一打合せ ・名食 =ス キー場(ホテル)着

ースキーレ yスン 17:00 17:30-18:30 23: 30 

日程及び 13: 00-16: 0。 9:00 開講式 ーナイターレ yスン ・レクリエーション ①第 2日目(3/4)

内 合'"、F・ ーナイターレ ッスン 19:00-21:00 
終日 講習及び自由スキー

19: 00-20: 30 
講習 ①第 2日目 (2/19) ①第 3日目 (3/5)

①第 2日目 (118)

ポールレ ッスンー現地出発一
スキーレ ッスンー現地出発=

自由スキー一現地出発=(パ=スー) 
8:30-15:00 16:00 

15:00 開講式 8: 30-15:00 16:00 9:00-14:00 16・00

市役所着 ・解散 市役所19着:00.・ご解ろ散 =一市役所着
(パス) 19:00ごろ

(パス) 21 :00 

宿 t白
大門荘(長野県白馬村) (集合場所) 大門荘 (長野県白馬村) ホテル志賀サンバレー

ft 0261(72)3200 スキー場中腹休憩小屋 宮 0261(72 )3200 宮 0269(34)2631

-大 人 500円 -大 - 人.........・・・11，000円
-大 人.........・・・・・・20，000円

参加費 -小学生 12，000円 -中学生以下……・・….10，000円
-中学生以下 300円 -親子(2人H11.)...……20，000円 |・貸スキー有ります(1セyト3，∞0円D

申込締切日 1月 5日(村 1月27日幽 2月16B(村 3月 1B附

又は魚津市体育協会(総合体育館内)fi22-1263 fi22-2200内線451魚津市教育委員会体育課[申込先】
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賦
右
越
宇

品
只
@
き
告
同
幽
向
調
百
四
臼
宙

広報うあ、づ

古
代
の
集
落

松
倉
に
は
中
世
に
山
城
が
築
か
れ
、

戦
国
時
代
に
は
周
囲
に
升
方
、
水
尾
、

北
山
、
坪
野
、

天
神
山
な
ど
の
支
城

を
有
す
る
大
城
塁
群
を
形
成
し
、
越

中
東
部
の
最
大
の
城
郭
と
し
て
勢
威

を
誇
り
、
加
え
て
松
倉
金
山
を
中
心

と
す
る
金
鉱
を
か
か
え
て
一
帯
は
空

山
の
繁
栄
を
み
た
よ
う
で
あ
る
。

か
ね
や
ま

越
中
に
は
七
金
山
が
あ
り
、
そ
れ

ら
す
べ
て
が
東
部
に
集
中
し
、
そ
の

う
ち
三
つ
が
魚
津
の
松
倉
地
区
に
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
松
倉
城
下
の

賑
わ
い
を
想
像
す
る
に
十
分
で
あ
る
。

多
く
の
武
士
団
に
加
え
て
、

金
の

採
掘
に
従
事
す
る
人
び
と
、
農
業
者
、

商
人
、
工
芸
技
術
者
、
寺
院
な
ど
の

1989年 1月

③ 

松倉城跡と麓の鹿熊地区

住
居
・
建
物
が
軒
を
並
べ
た
様
子
は
、

ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
ま
た
、

雪
深
い
山
中
の
冬
を
多
く
の
人
び
と

は
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。

先
般
、
松
倉
小
学
校
で
開
催
さ
れ

た
「
ふ
る
さ
と
集
会
」
の
場
で
、
昔
の

松
倉
の
人
口
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た

生
徒
た
ち
が
、
口
ぐ
ち
に
「
三
万
人
」

と
答
え
て
い
た
姿
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。

ふ
る
さ
と
の
歴
史
に
誇
り
を
も

っ
て
接
し
て
い
る
郷
土
学
習
の
一
端

を
垣
間
見
た
思
い
で
感
動
す
ら
お
ぼ

え
た
も
の
で
あ
る
。

確
か
に
一
書
に
盛
時
三
万
人
居
住

し
た
と
の
記
載
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま

貯
や
み
に
で
き
な
い
と
し
て
も
、
か

な
り
の
人
び
と
が
こ
の
地
に
集
ま
り

住
ん
で
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で

あ
ろ
う
。

惜
し
む
ら
く
は
、
こ
れ
ら
の
存
在

を
-
証
明
す
る
遺
跡
・
文
物
の
少
な
い

こ
と
で
あ
る
。

今
は
廃
村
と
な
っ
て
人
影
の
な
い

川
原
波

・
春
日

・
古
鹿
熊
な
ど
に
盛

時
の
面
影
を
偲
ば
せ
る
「
も
の
」
の
工

夫
が
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
過
疎

対
策

・
村
起
こ
し
の
一
手
段
た
り
得

る
か
も
し
れ
な
い
、
と
の
夢
も
捨
て

き
れ
な
い
の
で
あ
る
。

日
月

5
日
土
曜
日
の
夜
、
市
民

会
館
ホ
ー
ル
に
混
声
合
唱
の
美
し

い
歌
声
が
流
れ
、
会
場
の
聴
衆
は

熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
こ
の
広
い
ホ

l
ル
に
し
て
は
、

あ
ま
り
に
も
聴
衆
が
少
な
い
。
比

較
的
集
ま
り
ゃ
す
い
は
ず
の
土
曜

日
の
夜
に
し
て
は
、
こ
の
真
撃
な

演
奏
に
対
し
て
は
、
寂
し
い
光
景

に
思
え
た
。

昭
和
仏
年
、
市
内
の
数
人
の
有

志
が
語
ら
い
合
っ
て
結
成
し
た
「
か

じ
か
合
唱
団
」
が
、
母
体
と
な
っ
て

い
る
。
昨
年
の
定
期
演
奏
会
で
日

回
目
を
数
え
、
団
員
は
現
在
国
人

で
あ
る
。
学
生
か
ら
家
庭
の
主
婦

ま
で
幅
広
い
会
員
層
か
ら
成
り
、

毎
週
木
曜
日
の
夜
、
村
木
の
市
民

研
修
セ
ン
タ
ー
で
岩
淵
龍
夫
先
生

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
練
習
が
続

け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
近
辺
に
は

ニ
ケ
地
区
優
良
林
業
地

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
組
合

(
組
合
長
内
生
蔵
虐
ご

自
国
総
決
園
自
協
議
窪

国
民
崎
電

地
域
林
業
振
興
の
必
要
性
を
認
識

し
、
昭
和
田
年
度
に
優
良
林
業
地
パ

イ
ロ

ッ
ト
事
業
組
合
を
発
足
、
以
来

地
域
住
民
一
体
と
な
り
優
良
林
業
地

づ
く
り
に
努
力
さ
れ
た
。

合
唱
団
が
他
に
な
い
こ
と
か
ら
滑

川

・
黒
部
な
ど
か
ら
の
参
加
者
も

い
る
。
会
員
た
ち
は
定
時
の
練
習

の
ほ
か
に
合
宿
を
し
た
り
、

ハ
イ

キ
ン
グ
や
ス
キ
ー
に
出
か
け
た
り

し
て
親
睦
に
も
努
め
て
い
る
。

団
長
の
梅
原
健
治
さ
ん
は
、
練

習
場
の
狭
い
こ
と
と
音
響
設
備
の

あ
る
発
表
会
場
の
な
い
こ
と
が
悩

み
で
あ
る
と
話
さ
れ
る
。

魚
津
地
域
で
数
少
な
い

、
こ
の

文
化
活
動
に
市
民
の
支
援
を
期
待

し
、
遠
か
ら
ず
し
て
満
足
で
き
る

ス
テ
ー
ジ
で
歌
声
の
響
く
こ
と
を

待
つ
や
切
で
あ
る
。

歌
を
愛
す
る
人
は
練
習
を
参
観

さ
れ
る
の
も
自
由
。
門
戸
を
開
け

放
っ
て
お
待
ち
し
て
い
る
、
と
の

こ
と
で
あ
る
。

マ
連
絡
先

梅
原
告
μ
|
8
3
2
8

研
修
セ
ン
タ
J
E
U
-
2
7
6
1



τr 
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島
アィ、
ラ:導;
ス校
ノミ

ン

五
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

日
月
お
日
の
勤
労
感
謝
の
日
、
古

島
小
学
校
で
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
五

周
年
記
念
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
た
。

市
内
の
小
学
校
で
は
、
ま
だ
数
少

な
い
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
一
つ
と
し

て
活
躍
し
て
お
り
、
特
異
な
存
在
で

あ
る
。

当
日
、
午
前
中
は
全
国
に
名
を
轟

か
せ
て
い
る
富
山
商
業
高
校
吹
奏
楽

部
員
に
よ
る
各
パ
ー
ト
こ
と
の
指
導

が
行
わ
れ
、
午
後
は
父
兄
た
ち
に
そ

の
成
果
を
披
露
し
、
大
き
な
声
援
を

1989年 1月広報うあ、づ(13) 

んさ
導

姉
指

お
く

の
し

生
さ

校
や

高

，

υr

受
け
た
。
終
わ
り
に
富
山
商
業
高
校

吹
奏
楽
部
に
よ
る
模
範
演
奏
を
鑑
賞

し
、
華
や
か
な
ド
リ
ル
演
奏
に
深
〈

け

λ
さ
ん

感
動
し
、
今
後
の

一
層
の
研
讃
を
誓

い
合

っ
た
。

元
気
く
ん
と
ス
ワ
ス
っ
ち
ゃ
ん

o
上
村
木
一
丁
目

2
1
日

O
下

回

恭

平

〈

ん

O
昭
和
臼
年
1
月
初
日
生

(
長
男
)

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

何
事
に
も
、
め
げ
ず
に
、

リ
屋
さ
ん
に
な
っ
て
ネ
ノ

ガ
ン
バ

000  
昭後経
和 藤田
63 西
年仁2町
l 美ム 3
月ち |
27 や 5
日 ん
生

次
女

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

思
い
や
り
の
あ
る
明
る
い
女
の
子

に
育
っ
て
ほ
し
い
。
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せら失ロお

キ
ャ
プ
テ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

か
ね
て
か
ら
木
下
新
地
内
の
川
の

瀬
団
地
に
建
設
中
の
魚
津
北
雇
用
促

進
住
宅
(
鉄
筋

5
階
建
、
2
棟
、
切

戸
う
ち
身
体
障
害
者
用

2
戸
)
が
完

成
し
、
次
に
よ
り
入
居
希
望
者
を
募

集
し
ま
す
の
で
、
早
目
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

O
部
屋

3
D
K
、
パ
ス
・
ト
イ
レ
付
き

O
入
居
条
件

①
雇
用
労
働
者
で
、
住
宅
に
困

っ

て
い
る
方

②
本
人
を
含
め
家
族
3
人
以
上

③
支
払
い
が
確
実
で
、
銀
行
口
座

か
ら
家
賃
を
引
落
し
で
き
る
方

④
確
実
な
保
証
人
の
あ
る
方

(原

則
と
し
て
勤
務
先
の
事
業
主
)

o
費
用

①
家
賃

ア
、
安
定
所
の
紹
介
で
就
職
し

住
居
の
移
転
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
方
又
は
通
勤
困
難
の
た

め
住
居
を
移
転
す
る
方

月
額

2

7
、
3
0
0
円

イ
、
そ
の
他
の
方

月
額
3

2
、
8
0

0
円

②
共
益

費

月

額

5
0
0
円

③

駐

車

料

月

額

2
、
5
0
0
円

以
内
の
見
込
み

④

敷

金

家

賃

の

2
か
月
分

O
入
居
予
定
日

2
月
日
日
(
土
)

入
居
希
望
者
は
、
魚
津
公
共
職
業

安
定
所
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

μ
1
0
3
6
5
 

(
テ
レ
ビ
画
面
案
内
)

仁
ん
き
ろ
う
の
歌
」
タ

Y

歌
詞
を
募
集
中

ぺ

2
月
末
吋

市
イ又

鶏官
等 ビ
燦 l

護主
事 収

資霊
童委 主i
の;件
費:憩
悪 所
E器 !
っ

で:

応
募
締
切

魚
津
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
目

的
で
「
し
ん
き
ろ
う
の
歌
」
の
歌
詞

を
募
集
し
て
い

ま
す
。
最
優
秀
作
品

は
、
曲
を
つ
け
て
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ

と
し
て
製
品
化
す
る
の
で
、
作
詞
者

の
名
は
永
く
後
世
に
残
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
多
数
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

0
間
合
わ
せ
及
び
応
募
先

干
仰
魚
津
市
上
村
木
1
1

2

|
却

魚
津
商
工
会
議
所
青
年
部

し
ん
き
ろ
う
の
歌
作
詞
募
集
係

宮
幻
1
1
2
0
0

新
年
度
の
魚
津
市
奨
学
資
金
の
貸

与
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
、
1
月
初
日
(
金
)
か
ら

2
月
初
日
(
月
)
ま
で
、
魚
津
市
教
育

委
員
会
(
進
学
希
望
者
は
在
学
し
て

い
る
学
校
長
経
由
)
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

-
借
り
ら
れ
る
金
額

@
短
大

・
大
学
月
額
一
万
八
千
円

以
内

①
高
専

1
1

3
年
生
は
月
額
七
千

円
以
内
。

4
1
5
年
生
は
月
額
一

万
八
千
円
以
内
。

①

高

校

月

額

七

千
円
以
内

た
だ
し
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施

行
規
則
別
表
第

5
号
に
掲
げ
る
障
害

程
度
等
級

l
級

1
4
級
の
方
は
、
必

め
た
場
合
、
前
項
の
金
額
の

5
割
を
限
度
に
増
額
可
能

0

・
人
員

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

・
借
り
ら
れ
る
方

①
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

①
学
資
の
支
払
い
が
困
難
な
方

①
身
体
強
健

・
品
行
方
正
で
、
成
績

川

の
良
い
方

①
在
学
し
て
い

る
学
校
長
の
推
薦
が

あ
る
方

①
日
本
育
英
会
・富
山
県
奨
学
資
金
・

母
子
福
祉
資
金
な
ど
他
の
学
資
の

貸
与
を
受
け
て
い
な
い
方

-
受
付
日

1
月
初
日

j

2
月
初
日

・
間
合
わ
せ
及
び
申
込
先

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

E
ロ

ーー

2
2
0
0
村
線

4
3
1

1
;

l
i
 

進
学
希
望
者
は
在
学
校
長
経
由
で

申
込
む
こ
と
。

山口
E提言宇しくは、魚津公共機業安定所(fi24-0365)へお間合わせください。

求人テレフォ ン・サービス fi24-8841 男子(月~木)、女子(金~日 )
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防 災

消防

うに行いますo

b日時 1月6日幽午前10時

消防団幹部が魚津神社で鎮火祈願、大

泉寺で義勇塔を参拝した後、市中ノマレー

ドに移り、市役所前通りで徒歩部隊と車

両部隊の分列行進を行い、市役所前公園

で全ポンプ車による一斉放水を実施しま

す。

なお市中ノマレードの際に、ポンプ車が

サイレンを吹l鳴しながら移動しますので、

よろしくお願いします。

危険物取扱者

保安講習について

危険物施設において、危険物の取扱い

作業に従事している危険物取扱者は、 3

年(一部の者は 5年)以内に危険物取扱

いの保安に関する講習、を受けなければな

りません。

この講習会を次により実施しますから、

該当される方は受講されるよう案内しま

す。

0 とき 2月17日幽

・給油取扱所の従業員を対象とした講

習 9時-12時

-他の危険物施設の従業員を対象とし

た講習 13時-16時

0場所 魚津市農協会館

0受付 1月17日閃-28日ω
0申請書請求及び間合わせ先

消防本部予防課告24ー0295

1月 点検

実施地域…魚津地区 (新角川一丁目 ・

港町 ・金浦町)。点検には県 LPG協会魚

お 失ロ ら せ

税
償却資産の

験者について

固定資産税の納税者で、事業用に使っ

ている減価償却資産を所有している方は、

毎年 1月1日現在における資産の所在 ・

種類 ・数量など必要事項を申告しなけれ

ばなりません。その申告期限は 1月31日

までです。

該当者と思われる方がたにはすでに通

知消ですが、通知漏れがあったり、申告

について不明な点がありましたら市役所

税務課資産税係までご連絡ください。

宮 22-2200内線 134

不 換

.ゆずります

!>スキー』反 (1 m60cmflど)!>スキー朝t
(24. 5cm)!>編機 (シルバー電子編機、

4 - 5年使用 )!>自転車(小学高学年

用)!>歩行器 (ベビー用)!>机(木製)

以上応談

。 もとめます

!>スキーキ反(1 m50cmほど)!>スキー朝t

(22cm) !>編機(アミムメモ)!>赤ちゃ

ん用テーブル精子b赤ちゃん用カーシ

ート bワープロ

0申し込み ・問い合わせ先

市役所総務課行政係

宮 22-2200内線221

ご寄付ありがとうございましだく叡柿略〉

マ善意銀行ヘ (12月8日受付分まで)

友田道治 新角川二丁目 10，000円 魚住一雄 諏訪町 4，500円

魚津市農協婦人部 10，000円 佐々木はる 金山谷 100，000円

魚津市職員互助会 14，000円 匿 名 30，000円

附魚津銀金 古島 10，000円 吉島保育園母の会 10，000円

野村幸男 立石 5，000円 ファミリードルフィンスポーツクラブ 36，315円

石場一郎 新宿 50，000円 魚津保育園職員一同 4，615円

小浜 治雄 本町二丁目 50，000円 沢田正二 新角川一丁目 100，000円

岩崎善一 持光寺 100，000円 高j頼菊枝 経団東町 50，000円

中島信子 双葉町 50，000円 長谷川宗一 岡経団 50，000円

宮河 嗣 大光寺 12，000円 高野山真言宗寺族婦人会富山支部 31，255円

本江校下民生委員協議会 12，000円 石本向三 火の宮町 30，000円

若林好古堂 文化町 10，000円 推魚進津協市機明会るい社会長会づ谷く川り究徳 41，243円

飯村基之 本江 30，000円 有沢武雄 本町二丁目 5，000円

音田隆義 仏又 30，000円 山本博康 宮津 50，000円

音川賢吉 新角川二丁目 100，000円 (故)贋山華山 吉島二丁目 30，000円

北出より子 本江 100，000.円 浜岸 清 諏訪町 30，000円

マ魚津市社会福祉基金として りんご (富士) 富士グループ

100，000円 宮津豊松 (上口 1-2-17) (代表西田紀美)

マ魚津市無縁塔 ・無縁仏に マ市広報送付謝礼として

津支部保安点検センター調査員が伺いま 5，000円 匿名の一市民の方 50，000円 (関西魚津会会員 3名)

す。 告24-5340 マ経団福祉センターへ

LPガス。今年も安全にきれいに使っ 枕30個 経団作次郎 (東町13-9 ) 

て明るい一年を…。 マ新川ヴィーラ ・つくし学園へ

高松きくよ (大阪市旭区赤川 )

吉崎 きよ (大阪市東区南農人町)

平塚きく江(大阪府四候畷市下田原)

|ご利用ください |市政情報テレフォン・サービス ft22-3600 



内 町廿、
と 大す 象 と き 会場 ・ 備考

母親学紐(8コース)妊婦とその家族 1月27日ω 9: 30-16:00'!'→畳食をご持参下さい。

育児サロン 幼児と保育者 1月 6日俗 10 : 00 -11: 30 

1月12日(ホ)
市健康センター

13:00-13:30 
4か月児健診 4か月児

1月26日(木)

~型03D川j ノrソベJレクリン反応検8か月児健診 8か 月児 l月18日ヤド)
査を併せて行し、ます。

13:00-14: 麻しん(はしか)の接

離乳食講習会 8か月児 1月20日幽 13:00-l3: 極券を発行します。
歯ブラシとタオルを

1歳6か月児健診62年6月生まれの幼児 1月24日(火) 13:00-14: ご持参ください。

1月 5日(木) 13:00-13:30 お母さんの貧血検査も
股関節脱臼検診 3か月児

2月 2日(村
行います 。

11 

健長診児 60.12.1日 12地れの児
1月11日ヤ'1，) 13: 00 -14 : 00 魚津保健所

61.1.1-61.1.15生れの児 1月25日(*) 11 尿の検査があります。

61.1.16-61.1.31生れの児 2月 1日(水) 11 

心の健康相談 一般市民 1月24日(火)
老人ボケの相談も受け

13:30-15:00 ます。

ツベルクリン反応検査 8か月児 1月18日(水) l3:30-14:00 市健康センター

B・C・G予防接種 8か月児 1月20日幽 13:00-14:00 

機能訓練(リハビリテーション) 1月 5日(木) 10:00-15:00 市健康センター

脳卒中後遺症のある人 1月19日(木) 10:00-15:00 訓練は10:00-12:00

健康相談一般市民 1月19日(木) 13:00-14:00 血圧測定・心電図・検尿

1月10日(火) 10 : 00 -11 : 30 百楽荘

10 : 00 -11 : 30 下中島公民館

健康体操と健康相談 毎週月曜日 9:30-11 :00 上中島公民館

一般市民 19: 30 -21 : 00 三ケ公民館

10 : 00 -11 : 30 大町公民館

毎週月 ・木曜日 11 本江公民館

0体操のできる服装でおいで 9:30-11 :00 経団公民館
くださし、。

10 : 00 -11 : 30 村木公民館
0日をきめて、健康相談も実

施しています。 毎週火曜日 13:30-15:00 西布施公民館

9:30-11:30 (男 市健康センター

毎週水曜日 11 (対 IJ 

胃がん検診 一般市民 11 9:00-11 :00 黒部保健所

子宮がん検診 一般市民 随時(申込みはセンターへ) 市内産婦人科

義主義思i擁護義薬品~.長h""õõ
器時場議醤3禅議議ふ
本年の新年一般参賀には 、天皇

陛下はじめ皇族方のお出ましは、

ありません。

参賀 者は、午前 9時30分から午

後 3時まで、 皇 居正門 (二重橋)

から参入し、宮殿東庭の特設記帳

所で 記l帳の上、坂下門から退出す

ることになります。

0雪おろしの際は、電線に触れな

いよう注意しましょう 。

0切れた電線に触わらないでくだ

さい。感電のおそれがあります

ので、見つけたら下記へお知ら

せくださし、。

北電側魚津営業所包 24-1400

1989年 1月 広報うおづ同

休 縦腎 参:滋診療怒沼J 医
t挙前9時~午後 5If寺)

診療日 診療機関 ・住所 ・電話

l月l日(日)鈴木(産)医院 双葉町 合24-8820

l月2日(月)浦田(外)病院 本江 包22-5054

l月3日(刈 魚津緑ケ丘病院 大光寺 合22-1567

l月8日(日)宮本医院 新角川 合22-0122

l月15日(日)森本医院 新金匡 宮22-1253

l月16日間 山 岸医 院 上村木 合24-5878

l月22日(日)米沢医院 新金屋 合24-7777

1月29日(日)i甫回(産)病院 本江 合22-5053

2月5日(日)浦臼(外)病院 本江 ft22-5054 

〔歯科〕

l月l日(日)対馬歯科 立山町五百石 ft63-0128 

l月2日(月)小泉歯科 立山町前沢 含63-1051

l月3日(刈 J反下歯科 立山町前沢 ft63-0309

l月8日(日)牧野歯科 立山町五百石 倉63-0269

l月15日(日)佐伯歯科 上市町南町 ft72-0330

l月16日(月)告 岡歯科 上市町大坪 含73-0515

l月22日(日)川口歯科 立山町前沢 ft64-1166

l月29日(EI)網谷歯科 削|市高月町 H75-8400 

2月5日(日)岡 田 歯 科 滑川市追分 ft71-2851

新川地区休日夜間急患医療センター

診療日 日曜日、祝日(午後 7時-11時)

所在地 黒部市三日市(黒部市消防署向側
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間 広報うおづ 1989年 1月

9・4 第 8回身障者運動会

12-22 9丹市議会定例会

13 第29回老人福祉大会

14-16 市小中学校科学展

20 辻つねさん、 100歳祝い

22 市交通安全フェア(サンフ。ラザ)

25 第13回婦人スポーツ大会

フェスティノ，)レ ・オフー.ミラ

ージュ演奏会

26 献穀田抜穂式

27 市ゲートボール大会

28 井原市 ・魚津市議会親善交流

野球大会

30 市少年少女童話大会

第 6回市青年壮年海外派遣結

団壮行会

10・1 早月川緑地公園テニスコート

初打式

10・2 各校下運動会

4 -12 市青壮年海外研修団、夕

イ王国訪問

5 新川女子高校セミナーハウス

落成式(新樹館)

8 第 6回分団消防車入魂式

10 木下新公民館落成式

11 新川地区畜産共進会

10・12 岡崎つゆきん、 102歳祝い

13 ミスうおづ防犯キャンペーン

15-16 第 2回じゃんとこい魚津

商工フェア

16 大島部屋力士による花相撲

17 婦人コスモポリタン ・クッキ

ングスクール

19 シルバー ・スポーツ大会

23 魚、津 ・入善間駅伝競走大会

県知事選挙(中沖知事当選)

10・24 1人暮ら し老人 1泊招待会

25 市内小学校音楽会(市民会館)

28 第11回老人芸能大会

29 市公民館大会

29-30 第24回農業祭

30 青年議会

婦人意見発表大会

第 1回鮭つかみどり大会

11・1 図書館蔵書特別展

2 市表彰式

3 母と子のスポーツ大会

3-6 市美術展覧会

5 市民合唱団演奏会

6 第 1回市長杯争奪高校野球大会

7 市浄化センター起工式

10 新川高校15周年記念式

魚津警察署庁舎落成式

13 東尾崎公民館竣工式

13 秋季消防訓練

11・15 健康体操10周年記念式

合同納税表彰式

19 林道池ノ原線、下椿舛方線完

成

22 1日部長

24 市漁協合併推進協議会設立総
主』

30 林道蛇恨谷線(東城地内)完成

村木小学校校舎増改築工事竣

工

12・4 月見橋竣工式

5 市道並木町 ・西中線、市道電

鉄魚津 ・大光寺線消雪ノマイプ

布設工事完成

9 国道 8号バイパス開通式

(本江 ・相木間 900m)

12-20 12丹市議会定例会

20 経団漁港小型繋留岸壁完成

道下地区コミュニティ消防セ

ンタ一新築

北山地区農村共同施設新築
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1.6 消防出初式

12 航海安全大漁祈願祭

16 雄山丸出初式

2.11 魚津っ子雪まつり

3 . 1 -16 3月市議会定例会

13 生涯教育学習発表大会

18 後藤ったさん 103歳悦し、

20 春季消防訓練

30 魚津老人保健施設竣工式

4・10 交通安全魚津市民大会

13 緑化木街頭無償配布

24 市長 ・市議会議員選挙

清河市長 5選(無投票)

壁気楼ロードレース大会

新川育成牧場放牧式

プロ野球イースタンリーグ公式

戦、巨人対西立巳減(桃山町'球場)

老人対策福祉作業鎌渡し式

労災病院30周年記念式

国際水産研修員来市

(東南アジア10人)

倉元きよさん 100歳祝い

( 6月25日死去)

18 市議会臨時会

23 新嘗祭献穀圃場図柄式

6 . 11-20 6丹市議会定例会

12 魚出乗馬クラフ"15周年記念大会

16 市営住宅川の瀬団地新築工事着工 11"" 

19 ラ コンセール ノク チ ュ ールIj~，七1
演奏会 島 、 .

シノレノ〈一人材センター設立総会

( 7月1日発足)

魚津高校90周年記念式

ちび、っ子運動会

第37回市民体育大会開会

米!騒動記念碑除幕ず

市議会臨時会

道下公民館新築工事着工

魚津まつり

( 8日 ミスうおづコ ンテス ト)

8 -10 井原市小学生来市

12 市戦没者追悼式

13 出漁遭難者追悼法要

無縁塔法要

14 古鹿熊ふるさとまつり

16-18 小川山千光寺干手観世音

菩薩開|限 (33年目 )

明るい社会づくり推進協議会

魚津市大会

滋賀県秦荘町スポーツ少年団

交流野球大会

27-28 1日里親会

9・3 魚津工業高校第 2体育館孫成

記念式

8・7-9

21 

8・18

27 

30 

県知事のまちまわり ・語るつ

どい (市内 ・大町公民館)

市社会福祉大会

市青年祭

串木野市 ・魚津市スポーツ少

年団交流会

雄山丸実地訓練(北鬼江海岸)

第 2回全国大学女子軟式野球

大会 (- 7日まで)

桃山運動公園大時計始動ず

7・22

24 

30 

8・4

5・6

12 

13 

15 

22 

25 

7・3

10 

18 

21 

22 
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ま
た
、
年
が
衣
替
え
を
し
ま
し
た
。

一
新
し
い
一
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が
、
皆
さ
ん
に
と

っ
て

一
惹
な
く
、
ご
多
幸

で
あ
り
ま
す
よ
う

一
祈
念
い
た
し
ま
す
。

↑

昨
年
ロ
月
上
旬
に
、
今
年
の
「
己
」

一
に
ち
な
ん
だ
も
の
を
と
考
え
、
片
貝

一
谷
の
南
又
谷
に
あ
る
蛇
石
の
撮
影
に

一
出
か
け
ま
し
た
。

一

当
日
は
初
冬
に
は
珍
し
く
小
春
日

一
和
を
思
わ
せ
る
温
暖
な
日
で
し
た
が
、

一
黒
谷
格
付
近
か
ら
回
や
屋
根
に
雪
が

一
見
え
は
じ
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、
片
貝
第
二
発
電
所
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一
過
ぎ
る
と
道
路
脇
は
除
雪
し
た
雪
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一
既
に
一
メ
ー
ト
ル
近
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と
こ
ろ
も
あ

一
り
、
ピ

ッ
ク
リ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一

南
又
谷
の
途
中
か
ら
は
工
事
の
車

一
も
通
ら
な
く
な

っ
た
の
か
、
わ
ず
か

一
な
人
跡
と
動
物
の
足
跡
の
み
。

一

よ

う

や
く
た
ど
り
つ
い
た
蛇
石
は

一
期
待
虚
し
く
深
い

雪
の
下
で

H

冬
眠
u

-
に
入

っ
た
あ
と
で
し
た
。

せ
め
て
も
と
、
新
し
い
年
の
無
事

を
龍
石
嗣
に
祈
り
、
蛇
石
伝
説
に
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
下
山
し
ま
し
た
。

両
足
腫
の
急
性
し
も
や
け
に
悩
ま

さ
れ
、
折
角
の
傑
作
?
は
お
蔵
入
り

と
何
ら
収
穫
の
な
か

っ
た
よ
う
な
一

日
で
し
た
が
、
多
く
は
こ
う
し
た
繰

り
返
し
の
中
か
ら
僅
か
の
実
を
得
て

い
司
ノ
な
気
も
し
ま
す
。

ご
意
見

を
。

2
2
1
2
2
0
0
内
線
問

印刷/魚津印刷株式会社

市の人口
(12月 1日現在)

( )内は前月対比

人口(男)23，849人

( -20) 

(女)25，895人

(十 1) 

計 49，744人
(-19) 

世帯数 13，820世帯

編集/企画広報室


